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東京都立三田高等学校
同  窓  会

社団法人 ワカバ会

E-mail:
t-mita@wakaba-kai.org
http:
//www.wakaba-kai.org/

〒108-0073 港区三田1-4-46
 電話 （03）3451-0227  
 FAX （03）3452-4590  

時間
午前10時〜午後４時
休日
土曜・日曜・祝祭日

67 号
ワカバ会

平成22年度  同窓会・懇親会のご案内
日時：平成22年5月16日（日）
　　　正午～午後 3時（受付11時20分より）

会場：総　会　母校体育館
　　　懇親会　母校音楽講堂

議題：平成21年度事業報告／決算報告
　　　平成22年度事業計画／予算案審議
会費：2,000円

◆	議事終了後、場所を音楽講堂に移して、昼食をとりながらの懇親会。
	 先生方、同窓生と打ちとけ合っての交流の場となっております。
◆	新会員（62回生）は無料ご招待です。
◆	今年も福引大会を行います。たくさんの賞品にご期待ください！
◆	ホームカミングデーにあたる方（ご案内状送付済）には特典があります。
	 次のページをご覧ください。

夏は南軽井沢へ !!

南軽井沢より　夏の浅間山を望む

　本年も、ワカバ会軽井沢山荘が 7月16日（金）から9月20日（月）まで
オープンします。雄大な浅間山の麓に抱かれ、夏の代名詞とも言える軽井沢
で、爽やかなリゾート気分を満喫しませんか。レマン湖もレイクガーデンにリ
ニューアルし、美しいバラや、数々の木 、々草花、おいしい食事も楽しめます。
　詳細は別添山荘案内をご覧ください。

〈山荘open 7／16〜 9／20〉
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今
冬
は
寒
暖
の
激
し
い
季

節
で
し
た
が
、
や
っ
と
瑞
々

し
い
若
葉
の
季
節
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
春
新
た
に
社
会
へ
巣
立
っ
た
高
校
生
や
大
学

生
の
皆
様
に
と
っ
て
は
大
変
厳
し
い
時
期
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、
ワ
カ
バ
会
が
設
立
さ
れ
た
昭
和
３
年

も
大
変
厳
し
い
激
動
の
時
代
で
し
た
。
先
進
会
員
の

皆
様
は
こ
れ
を
乗
り
越
え
て
現
在
の
ワ
カ
バ
会
の
礎

を
築
い
て
頂
き
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

若
さ
と
バ
イ
タ
リ
ー
を
生
か
し
て
自
ら
の
新
し
い

道
を
切
り
開
い
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
会
報
で
も
何
度
か
ご
説
明
し
て
き
ま
し

た
が
、
ワ
カ
バ
会
は
平
成
20
年
12
月
に
施
行
さ
れ
た

新
公
益
法
人
制
度
へ
の
移
行
に
つ
い
て
具
体
的
な
方

向
性
を
示
す
べ
く
昨
年
来
検
討
を
続
け
、
さ
ら
に
ワ

カ
バ
会
に
新
公
益
法
人
制
度
移
行
委
員
会
を
設
置
し

て
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

ま
も
な
く
、
移
行
委
員
会
で
の
討
議
を
踏
ま
え
て
、

新
制
度
に
つ
い
て
方
向
性
も
示
す
こ
と
が
で
き
る
か

と
思
い
ま
す
。

　

ワ
カ
バ
会
と
し
て
誤
り
の
な
い
選
択
を
し
て
今
後

も
活
力
の
あ
る
組
織
と
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。　

　

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

会
員
の
皆
様
へ

笠
原　

俊
也

ワ
カ
バ
会
会
長

（
15
─
４
）

ホームカミングデーの皆様、ぜひ総会へ！

◎今年の懇親会はアルコール抜きで行うことになりました。

　ワカバ会では「ホームカミングデー」を総会日に併設し、年々盛会となっています。今年度該当する
皆様には、先日、別途お便りをさしあげましたが、お誘い合わせの上、ぜひご出席ください。当日ご出
席の皆様には、オセンチ山をバックにした集合写真の進呈や特設テーブルの設定などの特典がありま
す。クラス会や同期会としても活用していただきたいと思います。
　今年のホームカミングデーにあたるのは、昭和 5年（第六 3回生）、昭和 15 年（第六 13 回生）、昭和
35 年（三田 12 回生）、昭和 45 年（22 回生）、昭和 55 年（32 回生）、平成 2年（42 回生）、平成 12 年（52
回生）の各 3月に卒業された方々です。
※	三田 2回生の皆さんは、80 周年の際にホームカミングとして既にご案内しましたので、今回は
対象外とさせていただきました。

　ワカバ会総会は、5月 16 日（日）正午から例年通り、三田高校のご協力とご理解のもとに母校の体育
館で総会、次いで音楽講堂で懇親会が行われます。
　長年にわたり、同窓会懇親会では講堂を会場に、軽食のほか、ビールなどアルコール類も提供して同
窓生や学校教職員が和やかに語り合うのが恒例でしたが、今般及川良一校長からワカバ会に対し、「昨今、
時代の流れで公教育の場である学校施設内でアルコールを提供する会合は自粛の傾向にある」ので、学
校管理者として懇親会でのアルコール類の提供を自粛するよう要請がありました。
　そこで、要請を受けて、懇親会ではアルコールを提供しないことになりました。どうぞご賢察の上、
ご参加のほどお願い申し上げます。

　

今
年
度
、
本
校
は
、
教
育

方
針
に
関
す
る
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
知
識
基
盤
社
会
化
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
現
代

社
会
に
主
体
的
に
参
画
し
、
社
会
貢
献
で
き
る
「
教

養
人
・
指
導
者
・
開
拓
者
」
の
育
成
を
教
育
目
標
に

掲
げ
ま
し
た
。

　

次
に
、
学
校
経
営
計
画
に
「
目
指
す
三
田
高
生
７

つ
の
像
」
を
明
記
し
ま
し
た
。
①
品
位
あ
る
生
活
態

度
②
社
会
的
な
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
遵
守
、
こ
れ
は
「
自

律
」
的
に
行
動
す
る
生
徒
像
で
す
。
③
授
業
で
真
剣

勝
負
④
予
習
・
復
習
の
励
行
⑤
早
期
の
目
標
設
定
、

こ
れ
は
「
自
学
」
す
る
生
徒
像
で
す
。
⑥
Ｈ
Ｒ
の
一

員
と
し
て
の
自
覚
⑦
行
事
・
部
活
動
に
積
極
参
加
、

す
な
わ
ち
「
チ
ー
ム
三
田
」
へ
の
強
い
帰
属
意
識
を

持
ち
、
切
磋
琢
磨
し
合
う
生
徒
像
で
す
。
今
後
、
三

田
高
校
は
、「
自
律
・
自
学
・
チ
ー
ム
三
田
力
で
高
い

志
の
進
路
実
現
！
」
を
合
言
葉
に
、「
教
養
人
・
指
導

者
・
開
拓
者
」
の
育
成
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
、
本
校
が
制
作
し
た
25
分
程
の
学
校
紹
介
ビ

デ
オ
が
あ
り
ま
す
。
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
は
、
合
唱
祭
で

の
１
０
０
名
の
合
唱
団
・
吹
奏
楽
・
管
弦
楽
の
オ
ー

ル
三
田
高
生
に
よ
る
「
第
九
」
の
演
奏
で
す
。
演
奏

終
了
後
の
割
れ
る
よ
う
な
拍
手
の
中
で
、
晴
れ
が
ま

し
い
三
田
高
生
の
顔
が
映
し
出
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て

流
れ
る
「
あ
な
た
も
こ
の
歓
喜
の
輪
の
中
へ
」
の
キ
ャ

プ
シ
ョ
ン
。
そ
こ
に
「
チ
ー
ム
三
田
」
が
あ
り
ま
す
。

及
川
良
一

ワ
カ
バ
会
名
誉
会
長

三
田
高
校
校
長

自
律
・
自
学
・
チ
ー
ム
三
田
力



　

平
成
20
年
12
月
よ
り
施
行
さ
れ
た
新
公

益
法
人
制
度
も
丸
一
年
を
経
過
い
た
し
ま

し
た
。
最
終
期
限
の
平
成
25
年
11
月
ま
で

に
は
時
間
が
あ
る
と
は
い
え
、
ワ
カ
バ
会

も
粛
々
と
新
制
度
へ
の
移
行
を
進
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ス
タ
ー
ト
が
遅
れ
て

お
り
ま
し
た
新
公
益
法
人
制
度
移
行
委
員

会
が
22
年
２
月
３
日
に
、
会
員
有
識
者
と

関
係
理
事
の
合
同
に
よ
り
組
織
さ
れ
、
初

会
合
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
制
度
移
行
当

初
よ
り
委
員
会
設
置
を
準
備
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
新
制
度
に
理
解
あ
る
す
ば
ら

し
い
会
員
各
位
の
参
加
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

第
一
回
委
員
会
で
は
、
各
人
自
己
紹
介

の
後
、
平
山
よ
り
、
ワ
カ
バ
会
の
設
立
か

ら
の
歴
史
、
現
在
の
運
営
状
況
等
を
説
明

い
た
し
ま
し
た
。
特
に
、
こ
こ
数
年
の
丸

山
奨
学
金
、
ワ
カ
バ
会
軽
井
沢
山
荘
の
利

用
を
中
心
と
し
た
母
校
へ
の
貢
献
、
80
周

年
記
念
事
業
で
の
社
会
貢
献
、
そ
し
て
会

報
や
総
会
で
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
な
ど
の

会
員
相
互
の
親
睦
な
ど
の
活
動
を
報
告
い

た
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
新
公
益
法
人
制
度
の
基
本
的
理

解
を
得
る
た
め
に
、
講
師
の
河
合
あ
ゆ
み

会
計
士
（
埼
玉
県
公
益
認
定
等
委
員
会
委

員
）
よ
り
、
制
度
の
あ
ら
ま
し
か
ら
実
際

の
申
請
、
認
定
状
況
や
、
公
益
社
団
・
一

般
社
団
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

ま
た
、
各
委
員
か
ら
、
今

後
の
ワ
カ
バ
会
の
同
窓
会
法

人
と
し
て
の
方
向
性
に
つ
い

て
、
活
発
な
意
見
や
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
ワ
カ
バ
会
が

公
益
社
団
と
し
て
50
％
以
上

の
公
益
事
業
を
行
っ
て
社
会

に
貢
献
し
て
ゆ
く
の
が
適
当

か
、
共
益
を
目
的
と
し
て

同
窓
会
会
員
の
親
睦
を
中
心
に
公
益
目
的

支
出
計
画
に
基
い
て
奨
学
金
事
業
等
を
継

続
し
て
ゆ
く
の
が
適
当
か
を
議
論
い
た
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
共
益
性
を
一
義
と

す
る
一
般
社
団
に
も
一
定
の
税
務
上
の
特

典
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
無
理
を
し
て
公
益

社
団
を
目
指
す
こ
と
は
今
後
の
運
営
に
お

い
て
次
の
よ
う
な
点
で
必
ず
し
も
得
策
で

は
な
い
と
い
う
意
見
が
大
勢
を
占
め
ま
し

た
。

　

公
益
社
団
は
、
厳
格
な
監
督
官
庁
の
指

導
監
督
を
受
け
、
公
益
事
業
が
常
に
50
％

以
上
の
比
率
を
維
持
す
る
よ
う
に
求
め
ら

れ
、
そ
の
詳
細
な
報
告
に
相
当
な
事
務
作

業
を
要
す
る
こ
と
と
な
る
点
。
ワ
カ
バ
会

の
同
窓
会
と
し
て
の
会
員
間
の
親
睦
目
的

が
二
義
的
な
要
素
と
な
り
設
立
以
来
の
存

在
意
義
が
薄
れ
て
し
ま
う
点
。
役
員
等
の

要
件
が
厳
格
化
さ
れ
、
ま
た
、
詳
細
な
規

程
も
必
要
と
な
り
機
能
的
な
会
務
運
営
が

難
し
く
な
る
点
。

　

組
織
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
一
般
社

団
と
し
て
会
員
の
ニ
ー
ズ
を
広
く
反
映
で

き
る
よ
う
な
開
か
れ
た
理
事
会
や
参
加
し

や
す
い
総
会
と
し
て
の
検
討
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
会
報
が
お
手
許
に
届
く
ま
で
に

は
、
数
回
の
会
合
が
持
た
れ
、
賢
明
な
申

請
目
標
が
示
さ
れ
る
こ
と
と
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
審
議
過
程
に
つ
き
ま
し
て
は
、
評

議
員
会
、
総
会
に
お
き
ま
し
て
直
接
ご
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
席
で
の

質
疑
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
最
終
的
な

皆
様
の
ご
承
認
を
も
ち
ま
し
て
具
体
的
な

作
業
に
入
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
な
に
と
ぞ
、
ワ
カ
バ
会
百
年
の

計
に
活
発
な
ご
意
見
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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─ 
委
員
会
発
足
、
第
一
回
会
合
開
催
さ
れ
る 

─

新
公
益
法
人
制
度
移
行
に
つ
い
て
（
Ⅲ
）

ワ
カ
バ
会
副
会
長

平
山　

孔
嗣
（
29
─
２
）

公益法人制度改革移行委員
（敬称略、回順）

桐 生　 郁 子 （４－ 1）
若 菜　 允 子 （５－ 4）
田 村　 和 子 （10 － 5）
笠 原　 俊 也 （15 － 4）
三 輪 田　 真 （22 － 6）
市 倉　 信 義 （22 － 6）
西上原　節子 （24 － 5）
星 川　 孝 宣 （25 － 4）
田 澤　 恵 子 （26 － 1）
吉沢　百合子 （26 － 6）
平 山　 孔 嗣 （29 － 2）
佐 藤　 裕 彦 （29 － 3）
青 山　 真 司 （30 － 3）
松 原　 幹 子 （38 － 8）
小 針　 淳 （40 － 3）

〔移行の概要〕

施
行
日
（
20
年
12
月
１
日
）

移
行
期
間
満
了

施行日以後
「特例民法法人」
となります。

公益社団法人・公益財団法人

一般社団法人・一般財団法人

移行期間（５年間）

認定

認可
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昨
年
11
月
４
日
、
最
高
の
好
天
の
も
と
、

西
部
の
お
当
番
さ
ん
の
お
世
話
で
、
静
岡
ワ

カ
バ
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
浜
名
湖
弁
天
島

の
「
は
ま
せ
い
」
さ
ん
で
ふ
ぐ
料
理
の
フ
ル

コ
ー
ス
を
堪
能
い
た
し
ま
し
た
。
出
席
者
は

第
六
12
回
か
ら
三
田
14
回
ま
で
９
名
、
年
齢

も
環
境
も
違
う
者
同
志
和
気
あ
い
あ
い
と
、

話
題
が
尽
き
ず
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。
食
後
は
、
折
し
も
開
催
中
の
、「
浜

松
モ
ザ
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
世
界
博
２
０
０
９
」

（
浜
名
湖
立
体
花
博
）
を
見
学
い
た
し
ま
し

た
。
あ
ま
り
に
広
く
沢
山
の
造
形
物
に
び
っ

く
り
い
た
し
ま
し
た
。
メ
イ
ン
の
も
の
を
時

間
の
許
す
限
り
見
て
回
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
中
部
の
お
当
番
で
す
。
楽
し
い
企
画

を
考
え
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。
乞
う
ご
期
待
!!

　

静
岡
県
在
住
の
方
で
、
ま
だ
静
岡
ワ
カ
バ

会
を
ご
存
知
な
い
方
、
ご
連
絡
を
お
待
ち
し

　

昨
年
十
一
月
七
日
に
第
二
外
国
語
の
講
師

を
し
て
お
ら
れ
た
久
保
和
彦
先
生
の
没
後

二
十
周
年
を
記
念
す
る
集
い
が
あ
る
と
奥
様

か
ら
思
い
が
け
な
く
お
声
を
掛
け
て
い
た
だ

き
出
席
し
ま
し
た
。
先
生
と
の
思
い
出
話

に
花
が
咲
き
、

あ
っ
と
い
う
間

に
時
間
が
過
ぎ

て
し
ま
い
ま
し

た
。
先
生
は
ド

イ
ツ
語
の
文
法

だ
け
で
は
な

く
、
ゲ
ー
テ
や

シ
ラ
ー
の
詩
を

原
文
で
読
み
、

韻
が
あ
る
事
、

書
か
れ
た
当
時

の
時
代
背
景
、
作
者
の
心
情
な
ど
を
折
り
込

ん
で
毎
回
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
に
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
ド
イ
ツ
と

い
う
国
に
興
味
を
持
ち
、
数
回
ド
イ
ツ
旅
行

に
行
き
ま
し
た
。
今
後
機
会
を
見
つ
け
て
当

時
入
国
出
来
な
か
っ
た
東
ド
イ
ツ
ヘ
ゲ
ー
テ

や
シ
ラ
ー
の
足
跡
を
た
ど
る
旅
に
必
ず
行
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
気
持
ち

を
今
で
も
持
ち
続
け
て
い
ら
れ
る
の
は
先
生

の
お
か
げ
だ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

て
お
り
ま
す
。
ご
一
緒
に
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
せ
ん
か
。（
連
絡
先
）稲
葉
和
寿
子（
足

立
）（
５
─
２
）（
�
〇
五
四
�二
八
五
�六
五
七
三
）
　

Ｓ
43
年
入
学
時
１
年
４
組
（
担
任
は
故
長

谷
川
芳
貞
先
生
）
の
メ
ン
バ
ー
を
コ
ア
と
し

た
ク
ラ
ス
会
が
昨
年
発
足
し
ま
し
た
が
、
４

組
以
外
の
人
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
会
に

し
て
と
の
ご
要
望
に
応
じ
て
、
発
展
的
に
名

称
拡
大
し
、
11
月
28
日
（
土
）
東
京
第
一
ホ

テ
ル
ア
ネ
ッ
ク
ス
に
お
い
て
「
三
田
お
仲
間

ク
ラ
ブ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
定
年
退
職
後

38
回
海
外
旅
行
さ
れ
、
来
年
金
婚
式
を
迎
え

る
数
学
の
荒
井
先
生
、
教
え
子
よ
り
も
若
く

輝
い
て
清
楚
な
保
健
体
育
の
神
津
（
旧
姓
松

井
）
先
生
、
二
人
の
ゲ
ス
ト
の
ご
挨
拶
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
癌
を
克
服
し
当
会
に
参

加
で
き
た
喜
び
を
伝
え
る
人
、
夢
の
中
年
を

返
せ
と
絶
叫
す
る
人
、
社
運
を
賭
け
た
宇
宙

戦
艦
ヤ
マ
ト

を
宣
伝
す
る

人
、
等
々
全

員
が
自
然
体

で
集
え
た
時

間
を
楽
し
み

ま
し
た
。
仕

上
げ
は
徹
君

が
音
頭
を
と

り
、
全
員
で

フ
レ
ー
フ

レ
ー
三
ぃ
ー

田
！
フ
レ
ー

フ

レ

ー

宇
ぅ
ー
野
！

の
大
合
唱
で

し
た
。

静
岡
ワ
カ
バ
会
の
報
告

久
保
和
彦
先
生
を
偲
ん
で

Ｓ
43
年
入
学
「
三
田
お
仲
間
ク
ラ
ブ
」

大
石　

汎
子
（
渡
辺
）

14
─
２

丹
治　

玉
江
（
長
澤
）

24
─
５

荒
木　

建
男

23
─
４

ワ
カ
バ
の
輪

　

11
月
15
日
、
還
暦
の
お
祝
い
も
兼
ね
て
の

ク
ラ
ス
会
が
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
開
か
れ
ま
し
た
。
ラ
ン
チ
を
い
た
だ

き
な
が
ら

の
賑
や
か

な
お
し
ゃ

べ
り
タ
イ

ム
に
久
し

振
り
の
参

加
者
も
す

ぐ
に
打
ち

解
け
ら
れ

た
よ
う
で

し
た
。
ど

な
た
も

若
々
し
く

美
し
く
、

中
で
も
艶
や
か
な
着
物
姿
の
友
に
は
注
目
が

集
ま
り
ま
し
た
。
近
況
報
告
で
は
仕
事
、
趣

味
、
家
庭
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
親
の
介

護
、
子
供
の
結
婚
、
退
職
後
の
生
活
等
々
話

は
尽
き
る
こ
と
な
く
続
き
ま
し
た
。
亡
く
な

ら
れ
た
友
の
ニ
ュ
ー
ス
に
ご
冥
福
を
お
祈
り

す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
お
茶
の
後
、
六

本
木
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
始
ま
る
頃
に
２
年

後
の
再
会
を
約
束
し
て
お
別
れ
と
な
り
ま
し

た
。
ご
高
齢
の
た
め
ご
欠
席
で
し
た
瀧
本
先

生
に
は
後
日
写
真
と
録
音
テ
ー
プ
を
お
届
け

し
当
日
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。
先
生

の
変
ら
ぬ
優
し
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た

締
め
く
く
り
と
な
り
ま
し
た
。

19
回
生
３
年
１
組
の
ク
ラ
ス
会

今
野　

久
子
（
夏
目
）

19
─
１
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＊「ワカバの輪」のペ−ジでは、皆さんの

ご寄稿をお待ちしております。

　同期会、クラス会、ＯＢ会、支部報告等、

同窓生の集まりに関することなら、何でも

結構です。

　四百字詰め原稿用紙一枚以内にまとめて、

ワカバ会事務局までお送りください。郵送

でも、メ−ルでもＯＫです。

　♪楽しい原稿をお寄せください。

　

初
秋
の
晴
天
に
恵
ま
れ
た
９
月

27
日
、
恒
例
の
東
海
地
区
ワ
カ
バ

会
（
東
海
支
部
総
会
）
が
、
名
古

屋
市
金
山
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
コ
ー

ト
名
古
屋
に
て
開
催
さ
れ
、
第

六
２
名
、
三
田
10
名
、
合
わ
せ
て

12
名
の
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
在
住

の
卒
業
生
が
参
加
し
、
楽
し
く
賑

や
か
な
ひ
と
と
き
を
と
も
に
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
少
し
こ
ぢ
ん
ま
り
し

た
会
に
な
り
ま
し
た
が
、
全
員
で

一
つ
の
円
卓
を
囲
ん
で
料
理
を
楽

し
み
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
現
在

の
日
常
生
活
や
仕
事
の
様
子
、
海

外
旅
行
の
話
、
同
期
生
や
当
時
の

先
生
方
の
思
い
出
な
ど
華
や
か
な

笑
い
声
が
絶
え
ず
、
ま
た
温
水
プ
ー

ル
、
お
セ
ン
チ
山
な
ど
世
代
を
超

え
た
話
題
や
様
々
な
お
話
か
ら
、

先
輩
方
の
自
立
し
た
生
き
方
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
50
年
前
の
伊
勢
湾
台

風
上
陸
の
翌
日
に
あ
た
り
、
台
風

後
の
12
月
に
開
か
れ
た
第
一
回
の

東
海
地
区
ワ
カ
バ
会
の
様
子
に
思

い
を
馳
せ
ま
し
た
。

　

今
後
も
東
海
地
区
在
住
の
皆
様

に
支
え
ら
れ
て
、
会
の
活
動
が
ま

す
ま
す
盛
ん
に
な
る
こ
と
を
祈
り
、

東
海
地
区
ワ
カ
バ
会
の
活
動
報
告

と
い
た
し
ま
す
。

平
成
21
年
度
東
海
地
区
ワ
カ
バ
会

岡
部　

愛
子
（
長
島
）

29
─
１

　

窓
か
ら
午
後
の
日
差
し
が
差
し
込
む
中
、

カ
ッ
タ
ー
の
刃
先
に
神
経
を
集
中
し
て
ツ

リ
ー
の
絵
を
無
心
で
切
り
抜
い
て
い
る
う
ち

に
、
受
験
生
を
か
か
え
て
心
配
や
忙
し
さ
、

不
安
で
ギ
シ
ギ
シ
し
て
い
た
心
が
溶
け
て
軽

く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
十
一
月
に
行
わ
れ

た
シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス
講
習
会
で
の
事
で

す
。
初
め
て
作
っ
た
の
で
す
が
先
生
は
根
気

強
く
教
え
て
く
だ
さ
り
、
私
が
作
っ
た
と
は

思
え
な
い
出
来
栄
え
で
し
た
。
講
習
の
後
は

お
茶
を
い
た
だ
き
な
が
ら
卒
業
生
の
方
々
と

楽
し
く
お
話
を
し
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
穏
や

か
な
時
間
を
過
ご
せ
た
の
は
本
当
に
久
し
ぶ

り
で
し
た
。

　

三
田
の
卒
業
生
は
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
母

校
に
同
窓
会
の
事
務
局
が
あ
り
、
こ
の
様
な

行
事
が
催
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。
わ
が

子
も
こ
の
春
に
ワ
カ
バ
会
の
会
員
に
な
り
ま

す
が
、
そ
れ
が
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
こ
と

か
青
春
時
代
を
懐
か
し
む
年
齢
に
な
れ
ば
わ

か
る
で
し
ょ
う
。

（
平
成
二
十
一
年
十
一
月
五
日
実
施
）

ワ
カ
バ
会
行
事
に
参
加
し
て

　
『
お
祭
り

と
の
ふ
れ
あ

い
』
シ
リ
ー

ズ
、
昨
年
は

奈
良
「
山
の

辺
の
道
」
の

散
策
で
し

た
。
日
本
最

古
の
道
と
さ

れ
る
山
の
辺

の
道
は
通
常

天
理
の
石
上

（
い
そ
の
か

み
）
神
宮
か

ら
三
輪
山
の

麓
ま
で
歩
く

の
が
一
般
的
で
す
が
、
今
回
は
天
理
か
ら
崇
神
天
皇
陵

ま
で
約
八
キ
ロ
を
歩
き
、
そ
の
後
バ
ス
で
三
輪
神
社
参

道
口
へ
。
三
輪
神
社
を
経
て
桜
井
駅
ま
で
歩
く
と
い
う

行
程
で
す
。
こ
の
度
は
世
話
役
の
宇
野
先
輩
の
ご
友
人

奥
口
氏
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
『
万
葉
集
』
に
詠
ま
れ

た
旧
跡
―
石
山
神
宮
、
内
山
永
久
寺
跡
、
竹
之
内
集
落
、

長
岳
寺
等
を
訪
ね
ま
し
た
。
中
で
も
「
金
屋
（
か
な
や
）

の
石
仏
」
は
一
見
粗
末
な
堂
に
人
物
大
の
二
枚
の
岩
に
、

右
に
釈
迦
如
来
、
左
に
弥
勒
如
来
の
像
が
浮
き
彫
り
に

さ
れ
、
そ
れ
を
格
子
越
し
に
拝
見
出
来
た
の
が
特
に
印

象
に
残
り
ま
し
た
。
十
月
末
に
し
て
は
や
や
暑
い
日
で

し
た
が
、
歩
く
道
々
に
柿
が
鈴
な
り
に
実
り
、
古
都
奈

良
に
相
応
し
い
長
閑
な
情
景
を
満
喫
い
た
し
ま
し
た
。

（
平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
九
日
実
施
）

「
万
葉
の
地
」
を
訪
ね
て沼

田
久
仁
子
（
前
田
）

11
─
５

シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス
講
習
会
に

　
　

参
加
し
て

内
藤	

智
恵
子

Ｐ
Ｔ
Ａ

東海地区ワカバ会連絡先
山崎康一（29− 7）（0572 − 25− 6472）



＜第 1 回和風ラッピング＞～暮らしを彩る風呂敷～
バック、インテリア、ラッピング等様々な使い方が出
来る風呂敷。エコバッグかわりにも使え、環境にもや
さしい風呂敷の包み方を覚えてみませんか。

期日：2011年 2月1日（火）　13 時 30 分～15 時
場所：三田高校２階　応接室
講師：ラッピング協会講師　日比三枝子氏
会費：2,500 円
持ち物：風呂敷 2 枚（68cm平方と50cm平方　各1枚）
申込締切：2011年 1月15日　定員15 名
申込みはワカバ会事務局
または中村左都子（7－2）（03－3481－ 0823）まで

お祭りとのふれあい
＜鎌倉「太平記」ゆかりの地を訪ねる >
　　（鎌倉宮、東勝寺跡、葛原岡神社）
期日：2010 年 10月20日（水）十三夜　鎌倉泊予定
会費：3,000 円（昼食代・保険など）
世話役：宇野修平（8－2）申込締切：７月末		定員 20名
──	葛原岡神社、鎌倉幕府滅亡時の舞台東勝寺跡、護良親
王が幽閉された土牢などを訪ねる、鎮魂の散策です	──

太平記散策コース　JR 鎌倉駅→葛原岡神社→日野俊基の墓→
化粧坂切通し→東勝寺跡→腹切やぐら→宝戒寺→鎌倉宮→護
良親王墓→江ノ電鎌倉駅→江ノ電極楽寺駅→極楽寺坂切通し
→江ノ電極楽寺駅→江ノ電稲村が崎駅→十一人塚→稲村が崎
→江ノ電稲村ヶ崎駅→旅館江ノ島付近

わ か ば平成 22（2010）年 5 月１日発行 第 67 号（6）

平成22年度 企画委員会主催行事 別紙連絡用紙でFAX、または電話、
メールでお申し込みください。

＜第 17 回室内ゲーム大会＞（健康麻雀）
　期日：2010 年４月21日（水）10:00 ～17:00
　場所：六本木たつみ　（Tel	03－3401－9941）
─今年度の申込は、4月7日に締切らせていただきました。

＜第 8 回シャドーボックス＞ ～立体的な絵の作品作り～
　期日：2010年11月11日（木）13:00 ～16:00
　場所 :ワカバ会事務局
　講師：田澤恵子（吉村）（26－1）
　内容 : 小作品制作　ニューヨークの技法を使い、４～

5 枚のカードをカットして重ね、立体的な作品に仕
上げます。お部屋のアクセントにいかがでしょうか。

　会費：2,500円（茶菓子代・材料費込、初めての方は
器具の貸し出しをいたします）

　申込締切：2010年10月29日（金）　定員15 名

＜第 7 回同窓会ギャラリー ･ 白珠祭（出展）参加＞
　期日：2010年９月18日（土）～19日（日）（白珠祭期間）
　場所：三田高校
　テーマ：ワカバ会員の方々の作品の展示です。
　　　　		絵画･彫刻･書道･手芸作品･写真など
　申込締切：2010年８月末日　お一人様２点まで
　作品の持込：前日までにワカバ会事務局必着のこと
　　　　※詳細はワカバ会事務局まで

情報ひろば

◆大田区民オペラ協議会公演 2010
発足 20 周年記念　Ｇ .ヴェルディ作曲「マクベス」
日時：2010 年 9月18,	19日	14：00 開場／15：00 開演
会場：大田区民ホール・アプリコ大ホール
チケット：全席指定　6月初め発売予定
Ｓ席¥10,000／Ａ席 ¥8,000／Ｂ席 ¥6,000／学生席¥3,000
指揮：菊池彦典／演出：今井伸昭／
　　　管弦楽：プロムジカリナシェンテ
出演：今井俊輔、折江忠道、腰越満美、林康子、
　持木弘、山口俊彦、ジョン・ハオ、GNピリウッチ他
合唱：大田区民オペラ合唱団
問い合わせ：公演プロデューサー	山口悠紀子（和田）（17－5）
Tel	&	Fax：03－5482－7657
E-mail：ootakuminopera@mbr.nifty.com

◆三田フィルハーモニーオーケストラ第19回定期演奏会
日時：2010 年 5月16日（日）	
　　　　13：00 開場／14：00 開演
会場：大田区民ホール	アプリコ（大ホール）
　　　（ＪＲ蒲田駅東口徒歩 3分）
入場無料・全席自由
曲目：ベートーヴェン／交響曲第 3 番「英雄」

サンサーンス／ヴァイオリン協奏曲第 3番ロ短調作品 61
ボロディン／交響詩「中央アジアの草原にて」

指揮：小林幸人
ヴァイオリン演奏：上里はな子（1997パガニーニ国際ヴァ

イオリンコンクール第 5 位）
問い合わせ先：info@mitapo.net

＜ http://www.mitapo.net/＞
※ 2010 年 7月17日（土）（15 時開演予定）
「大田区アマチュア音楽祭 2010」出演決定！

　好きだった英語を職業にしたいと念願の通訳ガイドの
国家資格を取得し、還暦を過ぎても現役の通訳ガイド
業と後輩のガイドスキルの指導に励んでいます。このた
び、30 年近い現場での経験をすべて、この一冊に込め
ました。外国人とともに、うんちく話を交えながら、一
味違う、知らなかった“ふるさと東京”を満喫できる趣
向の10コースをご紹介しています。
　外国人に案内している東京は日本人にとっても驚き
の発見に満ちています。日英の対訳なので英語表現の
ヒントも満載。持ち歩きに便利なポケットサイズです。
Amazon.comあるいは大手書店洋書コーナーで手に
とっていただけると幸いです。

◆新刊紹介
対訳ニッポン双書「通訳ガイドがナビする東京歩き」
著者：松岡明子（石川）（19－1）
訳文：ジョン・トラント
発行：ＩＢＣパブリッシング社　定価：1,470 円

New
!
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追悼 謹んでご冥福をお祈り申し上げます。 （敬称略）
卒業回・組 逝去年月

川島　誠一
須々田　清悦
山口　晋
服部　信彦
下村　三和子
多田　正
緒方　ハル
近藤　喜久子
今井　靜枝
板垣　正子
佐藤　キク
高柳　幸子
川瀬　豊子
中村　俊子
永田　靜
佐々木　綾子
冨山　秋枝
丸山　芳枝
拓植　光子
鳥羽　百合子
清田　幸子
山下　和子
加川　良子
野口　慶子
園部　照
深澤　道子
吉田　信子
阿知波　恭子
秋光　喜美江
稲田　和子
水谷　貞子
関屋　里子
元山　富喜子
中村　恵美子
室賀　敏音
金田　治子
篠塚　定子
三宅　延子
清水　靖子
富田　興子

（松尾）
（山本）
（石川）
（山田）
（横山）
（後藤）
（大須賀）
（橋本）
（日暮）
（斗ケ沢）
（松井）
（原）
（三須）
（志摩）
（村上）
（佐瀬）
（菊谷）
（望月）
（草野）
（外山）
（能美）
（小澤）
（織江）
（高谷）
（藤谷）
（石塚）
（渡辺）
（田畑）
（松尾）

（窪田）
（田中）
（鴨打）
（山田）
（小早川）
（渡辺）

旧職員　
旧職員　
旧職員　
旧職員　

〈第六〉２−Ａ
２−Ｃ
３−Ｂ
３−Ｄ
３−Ｄ
３−Ｅ
４−ウ
４−ウ
４−ウ
４−オ
５−ア
５−イ
５−エ
６−ウ
６−オ
７−ア
７−ウ
７−ウ
８−ア
８−ア
８−イ
９−イ
９−ウ
９−エ
11 −ア
11 −イ
11 −イ
11 −エ
11 −オ
12 −ア
12 −オ
13 −ア
13 −エ
13 −オ
14 −ア
14 −イ

平成21. 6
21. 9
21.10
22. 1
21. 3
21.10
6. 7
21. 2
22. 1
8. 2
21.10
21.12
20. 6
21.10
21.10
21. 6
21.10
21.12
20. 2
21.10
18. 2
19.　

18.12
21.12
21.12

22. 2
21. 9
21.11
21.11
21. 7
21. 7
21. 6
21. 8
21.12
21. 8
21. 7
21. 5
20. 9

木村　孝子
荒井　伸子
和方　富子
瀧本　美代子
武石　正子
白鳥　まさ
新堀　千代子
堀　知子
藤城　美知子
佐藤　紀子
松本　則子
樋口　喜美子
小門　庸子
飯島　康子
蓮池　たまゑ
大久保　恭子
赤松　恭子
金綱　京子
浅井　道子
岸　史子
松前　智
坂下　照子
杉山　淳子
小嶋　敏子
渡辺　昭枝
秋庭　悦子
高畠　陽子
金野　重子
黒沢　博
小野　弥生
古沢　加美
沼上　洋子
山田　正敏
普川　ミエ子
平田　豊
横内　庸吉
渡辺　裕子
林　京子
覚張　和彦
河村　恵子
丹羽　岳志

（鶴見）
（榎本）
（鎌田）
（古田）
（大久保）
（天野）

（渡辺）
（師岡）

（調）
（津倉）

（鏑木）
（清川）
（古内）
（溝口）
（赤塚）
（野口）

（藤原）
（小林）
（秋庭）
（岡田）
（加藤）

（漆原）
（沼上）

（中島）

（小島）

（斉籐）

14 −エ
15 −イ
15 −イ
15 −ウ
15 −エ
15 −オ
16 −ア
16 −ア
16 −イ
16 −イ
16 −オ
17 −イ
17 −ウ
17 −エ
17 −エ
20 −ウ
21 −ア
22 −ア
22 −ア

〈三田〉１−１
３−５
３−５
４−１
４−２
４−２
４−６
４−７
５−１
５−６
６−２
７−１
７−３
７−７
９−４
10 −３
12 −４
23 −６
26 −５
32 −７
36 −１
42 −８

22. 1
21.11
22. 2
21. 8
21. 9
21.10
22. 2
21. 8
21. 2
21. 5
21.10
21.10
21.11
21. 4
21.10
21.12
20. 8
21. 2
21. 6
21. 5
21. 6
21.11
20. 6
22. 2

21. 8
20.11
21.12
21. 5
21. 3
21.10
21.11
21. 2
17.10
21. 6
21. 6
22. 3

21. 7

卒業回・組 逝去年月

◎奨学金制度改訂へ着手
　ワカバ会の公益目的事業の一つである丸山奨学金（初代校
長丸山先生のご寄付により創設）について、高等学校の授業
料無料化に伴い、制度の改訂が必要になり、理事会で検討
を進めています。
　従来、授業料相当の貸与という形で、成績優秀で経済的
に就学困難な在校生に支援してまいりましたが、昨今の経済
状況の中、ますますその制度の重要性は高くなっております。
　今後の案として、新奨学金は基本的に定額給付制度とし、
希望者の中から、一年次の実績をもとに学校より推薦された
生徒に対し、公正な基準に基き、2、3 年次に一定額を給付
する方式を検討中です。
　新公益法人制度により、ワカバ会がいかなる社団法人に移
行する場合でも、これまで行ってきた公益目的事業の遂行は
必要です。速やかに新制度に移行できるよう努力いたします。

御寄付御礼

♣第六 15 －イ　荒井伸子様のご遺族様より
	 		50,000 円
♣第六 15 －イ　中澤みつ（坂本）様より
	 				100,000 円
♣第六 17 －イ　樋口喜美子様のご遺族様より
	 3,000 円
♣第六 17 －ウ　小門庸子様のご遺族様より
	 	 	13,000 円
♣三田 4－ 5　太田成江（都築）様より
	 2,000 円
♣三田 11 － 4　青山紀男様より	 90,000 円
♣Ｓ 43 年入学三田お仲間クラブ　	 10,000 円
　　（三田 23 回生）
──	以上のご寄付をいただきました。会の運営のた
めに使わせていただきます。ありがとうございました。
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編集後記
♠春になりました。平成22年、	2010年。昭和が終わっ
て 22 年、21世紀になって 10 年。そして私が三田を
卒業して 30 年。あっという間でした。
　時が流れてもワカバ会は定点として、会員の皆様の
交流の場であり続けたいと思います。（T）

◆事務局では、皆様のプライバシーを守るため、名簿
の申し込みや問い合わせに対しては、慎重に対応して
おります。
　クラス会や同期会開催時に、幹事の方へ有料で名
簿、宛名ラベルを提供しております。ご利用の際は、
事務局に用意している申込書にご記入の上、お申込み
ください。なお、申込書はホームページよりダウンロー
ドしてお使いいただけます。

事務局だより

転 出 転 入
職 氏　名 教科科目 新所属 職 氏　名 教科科目 旧所属

教諭 桜井	　功 国語 退職 主任
教諭 鈴木	雅之 国語 日比谷高校

教諭 山本	繁晴 政経 科学技術高校 主任
教諭 森崎	正寛 政経 第五商業高校

主任
教諭 岡本	正有 物理 飛鳥高校

主任
教諭 佐藤	義文 化学 小松川高校

実習
助手 中内	洋勝 理科

実習助手 蔵前工業高校

教諭 磯田	祐史 英語 退職 主任
教諭 東　	祥三 英語 芦花高校

主任
教諭 梶山	智子 英語 桜修館中等兼

都立大附属高校 教諭 秋山	英恵 英語 墨田川高校

教諭 渡邊	美稲子 英語 蒲田高校 主幹
教諭 藤村		由夏 英語 国際高校

主任
教諭 岡本	謙一 英語 井草高校

指導
主事 金澤	正美 家庭科 指導部高等学

校指導教育課 教諭 吉田	貴子 家庭科 新規採用

養護
教諭 豊田	理英 養護

教諭
三鷹中等兼
三鷹高校

養護
教諭 比賀	眞由美 養護

教諭
武蔵兼武蔵
高附属中

教諭 金子	正勝 英語 新規採用

非常勤
教員 橋詰	茂夫 化学 墨田川高校 非常勤

教員 宮村	　博 物理 大山高校

嘱託 小井沼		泉 倫理 退職 非常勤
教員 原田	　健 倫理 国分寺高校

嘱託 南波佐間	康行 英語 退職

主任 瀬戸山	喜陽子 事務 退職 主任 山川	雪乃 事務 第一商業高校

主事 高達	昌弘 事務 橘高校（向島
工業高校兼務）

（敬称略）平成22年度  先生方のご異動

ワカバ会オリジナルグッズ お申し込みは　電話・FAX・e メールにて、事務局まで

タオルマフラー
	各 800円

バンダナ	各 500円

オセンチ山にて　2010.3 撮影

折りたたみトートバック
全 5色　各 700円

携帯ストラップ	各300円
（革製）携帯ストラップ

クリアファイル
　各 50円

ハンカチ
各 500円

ブロンズ　	シルバー

レターセット	各 100円
一筆箋　各 100円

カラシ・グレー・ラベンダー・赤紫・アプリコット・ベージュ・パープル・ミントグリーン
こちらのみ
タオル地です

（広げると
A4サイズも
　入ります）

31×37×9	cm

たたむと
こんなに
小さくなります

右	

パ
ー
ル
ブ
ラ
ッ
ク

左	

パ
ー
ル
ホ
ワ
イ
ト

	各 500円

New

　

19
回
生
が
、
還
暦
記
念
と
し
て
２
０
０
８
年

11
月
27
日
に
寄
贈
し
た
紅
白
の
梅
が
、
初
春
に

揃
っ
て
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。


